
 

 

 

 

 

 

 
 

２学期も「笑顔あふれ、たくましく、 

粘り強い児童生徒」の育成を目指して 

 
校 長  林  孝 安 

夏休みが終わり、朝晩涼しい風を肌で感じる日も増えてきました。８月２９

日（火）の２学期始業式には、学校の主人公である子供たちの笑顔と元気な歓声

が、宗岡中に戻ってきました。とにかく暑い夏で、熊谷地方気象台の発表による

と、月平均気温の更新や３５℃以上の猛暑日の大幅な増加など、記録づくしの

夏が続いているとのことです。学校においても、例年以上に熱中症予防に配慮

を要する日が続いています。また、日本各地で線状降水帯による大雨や台風に

よる被害、水難事故等の悲しいニュースが発生してしまいました。本校では、お

陰様を持ちまして大きな事件や事故もなく、みんなで２学期の始業式を迎える

ことができました。 

さて、夏季休業中の７月２４日から２６日までの３日間、志木市ベーシック

サポート事業として、数学と英語の自習教室に１年生から３年生までの希望者

が参加しました。この事業は、慶応志木高校と県立志木高校の両校の参加希望

生徒が志木市内の各中学校に赴き、自習形式においてその中で、

生徒の質問に回答していくという学習教室です。主として学習の

基礎的・基本的な内容の定着を図ることを目標に実施しました。

今年で２年目ということもあり、各日とも５０名程の生徒が参加

し、学年ごとに学習室、図書室、ｅルームに分かれて行われまし

た。参加人数が多いことから、高校生の講師を増員していただき、

１２名の高校生に指導していただきました。 

最後になりますが、本見出しは令和７年度から実施される、宗岡中学校区小

中一貫教育の目指す児童生徒像です。また、３校の正式名称は変わりませんが、

今後は３校をまとめて呼ぶときの通称名は「宗岡みらい学園」となります。宗岡

みらい学園での行事では、中学校１年生から３年生を、それぞれ７年生、８年

生、９年生と呼ぶことになります。学園名や児童生徒像は、２学期の始業式でも

生徒に話しました。宗岡みらい学園の目指す児童生徒像である「笑顔あふれ、た

くましく、粘り強い児童生徒」の育成を目指し、校区の３つの小中学校が協力し

合い、２学期も学校の教育活動を推進していきたいと思います。 
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